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(57)【要約】
【課題】　複数の内視鏡と複数の付属品の互いの対応関
係を容易に判別できる内視鏡保管庫を提供する。
【解決手段】　内視鏡保管庫１１は、内視鏡Ｅを保管す
る２個以上の内視鏡保管部３１と、内視鏡Ｅの付属品を
保管する２個以上の付属品保管部４１と、内視鏡Ｅを内
視鏡保管部３１の１つに保管し、付属品Ａが保管された
付属品保管部４１と、付属品Ａの付属先の内視鏡Ｅとを
紐付ける紐付け部Ｔｙと、複数の付属品保管部４１のう
ち、取り出される内視鏡Ｅに紐付けられた付属品保管部
４１を報知する報知部Ｉｆと、を含む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を保管する２個以上の内視鏡保管部と、
　前記内視鏡の付属品を保管する２個以上の付属品保管部と、
　前記内視鏡を前記内視鏡保管部の１つに保管し、前記付属品を前記付属品保管部の少な
くとも１つに保管する際に、前記付属品が保管された前記付属品保管部と、前記付属品の
付属先の前記内視鏡とを紐付ける紐付け部と、
　前記内視鏡保管部から前記内視鏡を取り出す際に、複数の前記付属品保管部のうち、取
り出される前記内視鏡に紐付けられた前記付属品保管部を報知する報知部と、
を含むことを特徴とする内視鏡保管庫。
【請求項２】
　前記紐付け部は、
　前記内視鏡から内視鏡情報を読み取る内視鏡情報読取部と、
　前記付属品保管部に配置され、保管される前記付属品から付属先の内視鏡の情報を読み
取る付属品情報読取部と、
を含み、
　前記報知部は、前記内視鏡情報読取部が内視鏡情報を読み取ると、読み取られた前記付
属品が保管された前記付属品保管部を報知することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
保管庫。
【請求項３】
　前記紐付け部は、
　前記内視鏡保管部に前記内視鏡が保管されると、前記付属品を保管する前記付属品保管
部を決定し、
　前記報知部は、
　前記紐付け部が決定した前記付属品保管部に前記付属品を保管するようユーザーに指定
し、
　前記内視鏡保管部から前記内視鏡が取り出される際に、前記内視鏡の保管時に指定した
前記付属品保管部を報知することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡保管庫。
【請求項４】
　前記紐付け部は、内視鏡検出部を有し、
　前記内視鏡検出部は、前記内視鏡保管部に前記内視鏡が保管されたことを検出すること
を特徴とする請求項３に記載の内視鏡保管庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡保管庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使用された内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置がある。例えば、特許第５
２４９４８０号明細書では、内視鏡本体を洗浄消毒槽内の保持網にセットし、内視鏡から
取外し可能なスコープスイッチ等の付属品を洗浄ケースに収納し、内視鏡と付属品を洗浄
消毒する内視鏡洗浄消毒装置が開示される。
【０００３】
　洗浄消毒された後、内視鏡と付属品は、洗浄消毒槽から取り出され、水分が残らないよ
うに、内視鏡から付属品を取り外したまま内視鏡保管庫に保管される。
【０００４】
　内視鏡保管庫は、内視鏡と付属品の各々を複数保管可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特許第５２４９４８０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、従来の内視鏡保管庫では、内視鏡と付属品の各々が複数保管されると、複数の
内視鏡と複数の付属品の互いの対応関係が分かりにくくなる問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、複数の内視鏡と複数の付属品の互いの対応関係を容易に判別できる
内視鏡保管庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡保管庫は、内視鏡を保管する２個以上の内視鏡保管部と、前記
内視鏡の付属品を保管する２個以上の付属品保管部と、前記内視鏡を前記内視鏡保管部の
１つに保管し、前記付属品を前記付属品保管部の少なくとも１つに保管する際に、前記付
属品が保管された前記付属品保管部と、前記付属品の付属先の前記内視鏡とを紐付ける紐
付け部と、前記内視鏡保管部から前記内視鏡を取り出す際に、複数の前記付属品保管部の
うち、取り出される前記内視鏡に紐付けられた前記付属品保管部を報知する報知部と、を
含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数の内視鏡と複数の付属品の互いの対応関係を容易に判別できる内
視鏡保管庫を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡の構成例を説明するための説明図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡の付属品の例を説明するための説明図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫の外観構成例を示す斜視図である
。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫の構成例を説明するための正面図
である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫の付属品保管部の構成例を説明す
るための説明図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫の内視鏡保管処理の例を説明する
ためのフローチャートである。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫の内視鏡取出し処理の例を説明す
るためのフローチャートである。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る、内視鏡保管庫の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る、内視鏡保管庫の内視鏡保管処理の例を説明す
るためのフローチャートである。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る、内視鏡保管庫の内視鏡取出し処理の例を説明
するためのフローチャートである。
【図１２】本発明の第１および第２の実施形態の変形例１に係る、内視鏡保管庫の付属品
保管部の構成例を説明するための説明図である。
【図１３】本発明の第１および第２の実施形態の変形例１に係る、内視鏡保管庫の付属品
保管部の構成例を説明するための説明図である。
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【図１４】本発明の第１および第２の実施形態の変形例２に係る、内視鏡保管庫の外観構
成例を示す斜視図である。
【図１５】本発明の第１および第２の実施形態の変形例２に係る、内視鏡保管庫の付属品
保管部の構成例を説明するための説明図である。
【図１６】本発明の第１および第２の実施形態の変形例３に係る、内視鏡保管庫の表示部
の表示例を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００１２】
　（第１の実施形態）
　（内視鏡Ｅの構成）
　まず、内視鏡Ｅの構成について説明をする。
【００１３】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡Ｅの構成例を説明するための説明図で
ある。図２は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡Ｅの付属品Ａの例を説明するため
の説明図である。
【００１４】
　内視鏡Ｅは、挿入部Ｅ１と、操作部Ｅ２と、ケーブルＥ３と、スコープコネクタＥ４と
、を有する。内視鏡Ｅには、先端キャップＡ１、吸引ボタンＡ２、送気送水ボタンＡ３お
よび鉗子栓キャップＡ４が取り付けられる。先端キャップＡ１、吸引ボタンＡ２、送気送
水ボタンＡ３および鉗子栓キャップＡ４は、内視鏡Ｅに紐付いた付属品Ａである。ただし
、本発明の内視鏡に上述の付属品が全て付属している必要はない。また、上述以外の付属
品が付属していてもよい。
【００１５】
　挿入部Ｅ１は、被検体に挿入できるように細長状に形成される。挿入部Ｅ１の先端には
、図示しない鉗子起上台および先端キャップＡ１が取り付けられる。
【００１６】
　操作部Ｅ２は、挿入部Ｅ１の基端に設けられる。操作部Ｅ２では、吸引シリンダに吸引
ボタンＡ２が取り付けられ、送気送水シリンダに送気送水ボタンＡ３が取り付けられ、鉗
子栓に鉗子栓キャップＡ４が取り付けられる。
【００１７】
　ケーブルＥ３は、操作部Ｅ２に接続される。
【００１８】
　スコープコネクタＥ４は、ケーブルＥ３から延設される。スコープコネクタＥ４には、
内視鏡Ｅの識別情報を含む内視鏡情報が記憶された、ＲＦＩＤタグＴｅが設けられる。な
お、実施形態では、ＲＦＩＤタグＴｅは、スコープコネクタＥ４に設けられるが、内視鏡
Ｅの他の部位に設けられても構わない。
【００１９】
　付属品Ａには、付属品Ａの識別情報を含む付属品情報が記憶された、ＲＦＩＤタグＴａ
が設けられる。付属品情報は、内視鏡情報に紐付けられ、設定される。実施形態では、一
例として、付属品情報は、内視鏡情報に紐付けられるように、内視鏡情報と同じ情報に設
定される。例えば、内視鏡情報が「００１」であれば、付属品情報も「００１」である。
内視鏡Ｅと付属品Ａとを紐付ける内視鏡情報および付属品情報は、同じ型番の内視鏡Ｅお
よび付属品Ａであっても、製造固体ごとに情報、例えば番号が異なっている。これにより
付属品情報「００２」の付属品が内視鏡情報「００１」の内視鏡に装着可能であったとし
ても、付属品情報「００２」の付属品は、内視鏡情報「００１」の内視鏡Ｅ由来の付属品
Ａではないことが分かる。
【００２０】
　後述する内視鏡保管庫１１は、複数の内視鏡Ｅと、複数の内視鏡Ｅの各々に紐付けられ
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た複数の付属品Ａを保管可能である。以下、複数の内視鏡Ｅの全て、または、一部を示す
とき、内視鏡Ｅといい、また、複数の付属品Ａの全て、または、一部を示すとき、付属品
Ａという。
【００２１】
　（内視鏡保管庫１１の構成）
　図３は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１の外観構成例を示す斜視図
である。
【００２２】
　内視鏡保管庫１１は、開閉扉１２と、表示部２１と、内視鏡情報読取部Ｒｅと、を有し
て構成される。
【００２３】
　開閉扉１２は、内視鏡Ｅおよび付属品Ａの保管および取出しができるように、内視鏡保
管庫１１に開閉自在に設けられる。
【００２４】
　表示部２１は、後述する制御部５１に接続され、制御部５１から入力される制御信号に
基づいて、各種情報を表示可能である。
【００２５】
　内視鏡情報読取部Ｒｅは、ＲＦＩＤリーダを有する。内視鏡情報読取部Ｒｅは、制御部
５１に接続される。内視鏡情報読取部Ｒｅは、内視鏡ＥのＲＦＩＤタグＴｅから内視鏡情
報を読み取り、読み取った内視鏡情報を制御部５１に出力する。
【００２６】
　図４は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１の構成例を説明するための
正面図である。図４では、開閉扉１２は、省略している。
【００２７】
　内視鏡保管庫１１の内部には、内視鏡保管部３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄ、３１ｅ
、３１ｆおよび付属品保管部４１が設けられる。図４の例では、付属品保管部４１は、載
置台Ｔ上に設けられるが、載置台Ｔは無くても構わない。以下、内視鏡保管部３１ａから
３１ｆの全て、または、一部を示すときには、内視鏡保管部３１という。
【００２８】
　内視鏡保管部３１は、内視鏡保管庫１１内に複数設けられ、内視鏡Ｅを複数保管できる
ように構成される。すなわち、内視鏡保管部３１は、内視鏡保管庫１１内に２個以上設け
られる。図４の例では、内視鏡保管部３１は、６個である。内視鏡保管部３１は、取付部
３２と、支持部３３と、内視鏡保持部３４を有する。
【００２９】
　取付部３２は、内視鏡保管庫１１の上部に取り付けられる。
【００３０】
　支持部３３は、取付部３２から下方に延設され、内視鏡保持部３４を支持する。
【００３１】
　内視鏡保持部３４は、左側板３４ａと、前側板３４ｂと、右側板３４ｃとを有する。左
側板３４ａは、支持部３３から下方に延設される。前側板３４ｂは、左側板３４ａと隣り
合うように配置され、上部を上方に突出させ、支持部３３との間に凹部を形成する。右側
板３４ｃは、前側板３４ｂと隣り合うように配置され、下方に延設される。
【００３２】
　左側板３４ａ、前側板３４ｂおよび右側板３４ｃによって３方が囲まれる領域に内視鏡
Ｅの操作部Ｅ２が配置され、前側板３４ｂと支持部３３の間の凹部にケーブルＥ３が掛け
られ、内視鏡保持部３４は、内視鏡保管庫１１の底部に内視鏡Ｅが触れないように、内視
鏡Ｅを保持する。
【００３３】
　図５は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１の付属品保管部４１ａ、４
１ｂ、４１ｃ、４１ｄ、４１ｅ、４１ｆの構成例を説明するための説明図である。以下、
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付属品保管部４１ａから４１ｆの全て、または、一部を示すときには、付属品保管部４１
という。
【００３４】
　付属品保管部４１は、例えば、内視鏡Ｅの再生処理時および保管時等において、内視鏡
Ｅから取り外された付属品Ａを複数保管できるように構成される。付属品保管部４１は、
内視鏡保管庫１１内に内視鏡保管部３１の個数に応じた数だけ設けられる。すなわち、付
属品保管部４１は、内視鏡保管庫１１内に２個以上設けられる。図５の例では、付属品保
管部４１は、６個である。付属品保管部４１の各々は、上部を開口した仕切り箱の仕切り
板によって仕切られた部位によって構成される。付属品保管部４１の各々には、付属品情
報読取部Ｒａ１、Ｒａ２、Ｒａ３、Ｒａ４、Ｒａ５、Ｒａ６が設けられ、また、表示灯Ｌ
１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６が設けられる。例えば、付属品保管部４１ａには、付
属品情報読取部Ｒａ１及び表示灯Ｌ１が設けられる。以下、付属品情報読取部Ｒａ１から
Ｒａ６の全て、または、一部を示すときには、付属品情報読取部Ｒａといい、また、表示
灯Ｌ１からＬ６の全て、または、一部を示すときには、表示灯Ｌという。
【００３５】
　付属品情報読取部Ｒａは、ＲＦＩＤリーダを有する。付属品情報読取部Ｒａは、制御部
５１に接続される。付属品情報読取部Ｒａは、付属品ＡのＲＦＩＤタグＴａから付属品情
報を読み取り、読み取った付属品情報を制御部５１に出力する。図５の例では、付属品情
報読取部Ｒａは、付属品保管部４１の底部に配置される。付属品Ａが付属品保管部４１内
に保管されると、ＲＦＩＤタグＴａが付属品情報読取部Ｒａに近接し、付属品情報読取部
Ｒａは、ＲＦＩＤタグＴａから付属品情報を読み取り、付属品情報を制御部５１に出力す
る。
【００３６】
　すなわち、付属品情報読取部Ｒａは、付属品保管部４１に配置され、保管される付属品
Ａから付属先の内視鏡情報を読み取る。
【００３７】
　表示灯Ｌは、ユーザーが目視できるように、付属品保管部４１に配置される。表示灯Ｌ
は、例えば、ＬＥＤによって構成される。表示灯Ｌは、制御部５１に接続され、制御部５
１の制御の下、点灯および消灯が可能である。なお、図５では、表示灯Ｌは、付属品保管
部４１の上部に配置されるが、付属品保管部４１の上部以外に配置されても構わない。
【００３８】
　図６は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１の構成例を説明するための
ブロック図である。
【００３９】
　制御部５１は、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）５１ａと、書き換え可能なメモ
リ５１ｂを有する。制御部５１は、内視鏡情報読取部Ｒｅと、付属品情報読取部Ｒａと、
表示部２１と、表示灯Ｌと、に接続される。制御部５１の機能は、ＣＰＵ５１ａが、メモ
リ５１ｂに記憶されたプログラムおよびデータを読み取り、実行することにより、実現さ
れる。
【００４０】
　メモリ５１ｂには、内視鏡保管庫１１の各種制御をするためのプログラムの他、内視鏡
保管処理および内視鏡取出し処理のプログラムも記憶される。
【００４１】
　すなわち、内視鏡情報読取部Ｒｅ、付属品情報読取部Ｒａおよび制御部５１は、内視鏡
Ｅを内視鏡保管部３１の１つに保管し、付属品Ａを付属品保管部４１の少なくとも１つに
保管する際に、付属品Ａが保管された付属品保管部４１と、付属品Ａの付属先の内視鏡Ｅ
とを紐付ける紐付け部Ｔｙを構成する。
【００４２】
　表示灯Ｌは、内視鏡保管部３１から内視鏡Ｅを取り出す際に、複数の付属品保管部４１
のうち、取り出される内視鏡Ｅに紐付けられた付属品保管部４１を報知する報知部Ｉｆを
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構成する。報知部Ｉｆは、内視鏡情報読取部Ｒｅが内視鏡情報を読み取ると、読み取られ
た内視鏡Ｅの付属品Ａが保管された付属品保管部４１を報知する。
【００４３】
　（内視鏡保管庫１１の動作）
　内視鏡保管庫１１の動作について説明をする。ここでは、例として、内視鏡保管部３１
ａおよび付属品保管部４１ａの動作について説明をし、他の内視鏡保管部３１ｂから３１
ｆおよび付属品保管部４１ｂから４１ｆの動作については説明を省略する。
【００４４】
　図７は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１の内視鏡保管処理の例を説
明するためのフローチャートである。
【００４５】
　ユーザーが図示しない操作部によって内視鏡保管処理開始の指示入力をすると、制御部
５１は、内視鏡保管処理を開始する。
【００４６】
　内視鏡情報を読み取る（Ｓ１１）。ユーザーが内視鏡ＥのＲＦＩＤタグＴｅを内視鏡情
報読取部Ｒｅに近接させると、内視鏡情報読取部Ｒｅは、ＲＦＩＤタグＴｅから内視鏡情
報を読み取る。すると、内視鏡情報読取部Ｒｅは、制御部５１に内視鏡情報を出力する。
【００４７】
　内視鏡情報に紐づいた付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する（Ｓ１２）。内視鏡
情報読取部Ｒｅから内視鏡情報が入力されると、制御部５１は、内視鏡情報に応じて紐付
けられた付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する。例えば、内視鏡情報「００１」が
入力されると、制御部５１は、内視鏡情報「００１」が紐付けられた付属品保管部４１ａ
の表示灯Ｌ１を点灯する。ユーザーは、表示灯Ｌ１を視認し、付属品保管部４１ａに付属
品Ａを保管する。
【００４８】
　付属品情報を読み取る（Ｓ１３）。制御部５１は、付属品情報読取部Ｒａ１を駆動する
。付属品Ａの付属品情報を読み取ると、付属品情報読取部Ｒａ１は、制御部５１に付属品
情報を出力する。
【００４９】
　内視鏡情報と付属品情報が互いに一致するか否かを判定する（Ｓ１４）。制御部５１は
、Ｓ１１によって入力された内視鏡情報と、Ｓ１３によって入力された付属品情報とが互
いに一致するか否かを判定する。一致すると判定するとき、処理は、終了する。一方、一
致しないと判定するとき、処理は、Ｓ１５に進む。
【００５０】
　表示部２１に警告を表示する（Ｓ１５）。制御部５１は、表示部２１に警告を表示し、
ユーザーに対し、付属品Ａの保管場所に誤りがないか確認を促す。Ｓ１５の後、処理は、
終了する。
【００５１】
　Ｓ１１からＳ１５の処理が、第１の実施形態の内視鏡保管処理を構成する。
【００５２】
　次に、内視鏡取出し処理について説明をする。
【００５３】
　図８は、本発明の第１の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１の内視鏡取出し処理の例を
説明するためのフローチャートである。
【００５４】
　ユーザーが図示しない操作部によって内視鏡取出し処理開始の指示入力をすると、制御
部５１は、内視鏡取出し処理を開始する。
【００５５】
　内視鏡情報を読み取る（Ｓ１６）。ユーザーが内視鏡保管部３１から内視鏡Ｅを取り出
し、ＲＦＩＤタグＴｅを内視鏡情報読取部Ｒｅに近接させると、内視鏡情報読取部Ｒｅは



(8) JP 2018-64630 A 2018.4.26

10

20

30

40

50

、内視鏡情報を読み取って制御部５１に出力する。
【００５６】
　内視鏡情報に紐付いた付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する（Ｓ１７）。内視鏡
情報読取部Ｒｅから内視鏡情報が入力されると、制御部５１は、付属品情報読取部Ｒａを
駆動する。付属品情報読取部Ｒａ１から付属品情報が入力されると、制御部５１は、付属
品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する。ユーザーは、表示灯Ｌ１が点灯した付属品保管
部４１ａから付属品Ａを取り出す。
【００５７】
　Ｓ１６からＳ１７の処理が、第１の実施形態に係る、内視鏡取出し処理を構成する。
【００５８】
　上述の第１の実施形態によれば、内視鏡保管庫１１は、複数の内視鏡Ｅと複数の付属品
Ａの互いの対応関係を容易に判別できる。
【００５９】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態は、内視鏡情報読取部Ｒｅおよび付属品情報読取部Ｒａを有するが、内
視鏡情報読取部Ｒｅと付属品情報読取部Ｒａを有しなくても構わない。
【００６０】
　図９は、本発明の第２の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１ａの構成例を説明するため
のブロック図である。第２の実施形態では、第１の実施形態と同じ構成については、同じ
符号を付し、説明を省略する。
【００６１】
　内視鏡保管庫１１ａは、内視鏡検出部Ｄ１からＤ６を有する。以下、内視鏡検出部Ｄ１
からＤ６の全て、または、一部を示すときには、内視鏡検出部Ｄという。
【００６２】
　内視鏡検出部Ｄは、内視鏡保管部３１に、内視鏡Ｅが保管されたことを検出できるよう
に、ＯＮおよびＯＦＦのいずれかに切替え可能なスイッチを有して構成される。内視鏡検
出部Ｄは、内視鏡保管部３１の各々の前側板３４ｂに設けられ（図１の２点鎖線）、制御
部５１に接続される。内視鏡Ｅが当たると、内視鏡検出部Ｄは、制御部５１に対し、ＯＮ
状態になったことを示す検出信号を出力する。一方、内視鏡Ｅが取り外されると、内視鏡
検出部Ｄは、制御部５１に対し、ＯＦＦ状態になったことを示す検出信号を出力する。内
視鏡検出部Ｄの各々には、付属品保管部４１の各々が紐付けられる。例えば、内視鏡検出
部Ｄ１には、付属品保管部４１ａが紐付けられる。紐付け情報は、メモリ５１ｂに記憶さ
れる。言い換えると、内視鏡保管部３１の各々には、付属品保管部４１の各々が紐付けら
れる。
【００６３】
　制御部５１は、内視鏡検出部Ｄから入力された検出信号に紐付いた付属品保管部４１を
決定し、表示灯Ｌを点灯する。例えば、内視鏡検出部Ｄ１から検出信号が入力されると、
制御部５１は、紐付けられた付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する。
【００６４】
　すなわち、内視鏡検出部Ｄと制御部５１は、内視鏡保管部３１に内視鏡Ｅが保管される
と、付属品Ａを保管する付属品保管部４１を決定する紐付け部Ｔｙを構成する。
【００６５】
　報知部Ｉｆは、紐付け部Ｔｙが決定した付属品保管部４１に付属品Ａを保管するようユ
ーザーに指定し、内視鏡保管部３１から内視鏡Ｅが取り出される際に、内視鏡Ｅの保管時
に指定した所定の付属品保管部４１を報知する。
【００６６】
　第２の実施形態に係る内視鏡保管処理について説明をする。
【００６７】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１ａの内視鏡保管処理の例
を説明するためのフローチャートである。
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【００６８】
　内視鏡保管部３１ａに内視鏡Ｅが保管されたことを検出する（Ｓ２１）。内視鏡Ｅが内
視鏡保管部３１ａに保管されると、制御部５１は、内視鏡検出部Ｄ１から入力される検出
信号によって内視鏡保管部３１ａに内視鏡Ｅが保管されたことを検出する。
【００６９】
　内視鏡Ｅに紐付いた付属品保管部４１ａを決定する（Ｓ２２）。制御部５１は、メモリ
５１ｂから紐付け情報を読み出し、付属品保管部４１の中から内視鏡保管部３１ａに紐付
いた付属品保管部４１ａを決定する。
【００７０】
　付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する（Ｓ２３）。制御部５１は、Ｓ２２におい
て決定された付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する。
【００７１】
　Ｓ２１からＳ２３が、第２の実施形態に係る内視鏡保管処理を構成する。
【００７２】
　次に、第２の実施形態に係る内視鏡取出し処理の例を説明する。
【００７３】
　図１１は、本発明の第２の実施形態に係る、内視鏡保管庫１１ａの内視鏡取出し処理の
例を説明するためのフローチャートである。
【００７４】
　内視鏡保管部３１ａから内視鏡Ｅが取り出されたことを検出する（Ｓ２４）。内視鏡Ｅ
が内視鏡保管部３１ａから取り出されると、制御部５１は、内視鏡検出部Ｄ１から入力さ
れる制御信号によって内視鏡保管部３１ａから内視鏡Ｅが取り出されたことを検出する。
【００７５】
　内視鏡Ｅに紐付いた付属品保管部４１ａを決定する（Ｓ２５）。制御部５１は、メモリ
５１ｂから紐付け情報を読み出し、内視鏡保管部３１ａに紐付いた付属品保管部４１ａを
決定する。
【００７６】
　付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する（Ｓ２６）。制御部５１は、Ｓ２５におい
て決定された付属品保管部４１ａの表示灯Ｌ１を点灯する。
【００７７】
　Ｓ２４からＳ２５が、第２の実施形態に係る、内視鏡取出し処理を構成する。
【００７８】
　上述の第２の実施形態によれば、内視鏡保管庫１１ａは、複数の内視鏡Ｅと複数の付属
品Ａの互いの対応関係を容易に判別できる。
【００７９】
　（実施形態の変形例１）
　実施形態では、付属品保管部４１は、上部を開口した仕切り箱によって構成されるが、
これに限定されない。付属品保管部４２は、例えば、引出し棚によって構成されても構わ
ない。
【００８０】
　図１２および図１３は、本発明の第１および第２の実施形態の変形例１に係る、内視鏡
保管庫１１、１１ａの付属品保管部４２の構成例を説明するための説明図である。
【００８１】
　図１２に示すように、付属品保管部４２は、引出し棚によって構成される。付属品保管
部４２は、付属品保管部４２ａから４２ｆを有する。以下、付属品保管部４２ａから４２
ｆの全て、または、一部を示すときには、付属品保管部４２という。
【００８２】
　付属品保管部４２の各々は、付属品情報読取部Ｒａと、表示灯Ｌと、摘みＰと、電極Ｃ
とを有する。内視鏡情報読取部Ｒｅおよび表示灯Ｌは、図示しない電気信号線および電極
Ｃを介して制御部５１に接続される。図１３の付属品保管部４２ａの例では、付属品情報
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読取部Ｒａ１および表示灯Ｌ１が設けられる。図示はしないが、付属品保管部４２ｂから
４２ｆの各々も同様に、付属品情報読取部Ｒａ２からＲａ６と、表示灯Ｌ２からＬ６とを
有する。
【００８３】
　なお、実施形態の変形例１では、付属品情報読取部Ｒａを有するが、付属品情報読取部
Ｒａは無くても構わない。その場合、第２の実施形態において示したように、内視鏡保管
部３１の各々と付属品保管部４２の各々が紐付けられ、メモリ５１ｂに紐付け情報が記憶
される。
【００８４】
　（実施形態の変形例２）
　実施形態の変形例１では、付属品保管部４２は、引出し棚によって構成されるが、付属
品保管部４３は、フック４４および紐付き袋Ｂよって構成されても構わない。
【００８５】
　図１４は、本発明の第１および第２の実施形態の変形例２に係る、内視鏡保管庫の外観
構成例を示す斜視図である。図１５は、本発明の第１および第２の実施形態の変形例２に
係る、内視鏡保管庫１１、１１ａの付属品保管部４３の構成例を説明するための説明図で
ある。
【００８６】
　図１４に示すように、付属品保管部４３は、紐付き袋Ｂおよびフック４４によって構成
される。紐付き袋Ｂは、フック４４に掛けることができる。付属品保管部４３は、付属品
保管部４３ａから４３ｆを有する。以下、付属品保管部４３ａから４３ｆの全て、または
、一部を示すときには、付属品保管部４３という。
【００８７】
　付属品保管部４３の各々には、付属品情報読取部Ｒａおよび表示灯Ｌが設けられる。付
属品情報読取部Ｒａは、紐付き袋Ｂ内に保管された付属品ＡのＲＦＩＤタグＴａから付属
品情報を読み取ることができるように構成される。
【００８８】
　なお、実施形態の変形例２では、付属品情報読取部Ｒａを有するが、付属品情報読取部
Ｒａは無くても構わない。その場合、第２の実施形態において示したように、内視鏡保管
部３１の各々と付属品保管部４３の各々が紐付けられ、メモリ５１ｂに紐付け情報が記憶
される。
【００８９】
　（実施形態の変形例３）
　実施形態および他の変形例では、報知部Ｉｆは、表示灯Ｌによって構成されるが、表示
部２１を有して構成されても構わない。
【００９０】
　図１６は、本発明の第１および第２の実施形態の変形例３に係る、内視鏡保管庫１１、
１１ａの表示部２１の表示例を説明するための説明図である。
【００９１】
　本変形例では、制御部５１は、付属品保管部４１の表示灯Ｌを点灯させる際、表示部２
１に付属品情報を表示させる。例えば、図１６では、型式、名称、シリアルＮｏ．および
識別情報を含む付属品情報の表示例である。
【００９２】
　なお、実施形態および変形例では、付属品Ａは、先端キャップＡ１、吸引ボタンＡ２、
送気送水ボタンＡ３および鉗子栓キャップＡ４であるが、これに限定されない。付属品Ａ
は、先端キャップＡ１、吸引ボタンＡ２、送気送水ボタンＡ３および鉗子栓キャップＡ４
のいずれかであっても構わないし、他の付属品Ａによって構成されても構わない。
【００９３】
　なお、実施形態および変形例では、付属品情報は、内視鏡情報と同じ情報に設定するこ
とによって内視鏡情報に紐付けられるが、紐付ける方法はこれに限定されない。付属品情
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報は、内視鏡情報に紐付けられる、内視鏡情報とは異なる情報に設定されても構わない。
そして、付属品情報は、例えば、内視鏡情報を一部に含むことによって内視鏡情報に紐付
けられても構わないし、図示しない紐付けテーブルによって紐付けられても構わないし、
他の方法によって紐付けられても構わない。
【００９４】
　なお、実施形態および変形例では、内視鏡保管部３１、付属品保管部４１、４２、４３
、内視鏡情報読取部Ｒｅ、付属品情報読取部Ｒａ、および、表示灯Ｌの各々は、６個設け
られるが、６個に限定されない。
【００９５】
　なお、実施形態および変形例では、内視鏡Ｅまたは内視鏡保管部３１に紐付けられた付
属品保管部４１は、１つであるが、複数であっても構わない。
【００９６】
　なお、第１の実施形態および変形例では、付属品保管部４１ａは、予め内視鏡Ｅに紐付
けられるが、付属品情報読取部Ｒａを駆動し、付属品情報読取部Ｒａ１によって未使用の
付属品保管部４１ａを検出し、内視鏡Ｅと付属品保管部４１ａを紐付けても構わない。
【００９７】
　なお、第１の実施形態および変形例では、内視鏡情報読取部Ｒｅおよび付属品情報読取
部Ｒａは、ＲＦＩＤタグＴａ、Ｔｅを読み取るＲＦＩＤリーダによって構成されるが、内
視鏡Ｅおよび付属品Ａに表されたバーコードを読み取るバーコードリーダによって構成さ
れても構わない。
【００９８】
　なお、実施形態および変形例では、内視鏡Ｅおよび付属品Ａの表面に、内視鏡情報およ
び付属品情報を表しても構わない。
【００９９】
　なお、実施形態および変形例では、報知部Ｉｆは、表示灯Ｌおよび表示部２１によって
構成されるが、音声発生装置を有して構成され、音声によってユーザーに報知しても構わ
ない。
【０１００】
　本明細書における各「部」は、実施形態の各機能に対応する概念的なもので、必ずしも
特定のハードウェアやソフトウェア・ルーチンに１対１には対応しない。したがって、本
明細書では、実施形態の各機能を有する仮想的回路ブロック（部）を想定して実施形態を
説明した。また、本実施形態における各手順の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。さらに、本実施形態における各手順の各ステップの全てあるいは一部をハードウェアに
より実現してもよい。
【０１０１】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１０２】
１１、１１ａ　内視鏡保管庫
１２　 開閉扉
２１　 表示部
３１、３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄ、３１ｅ、３１ｆ　　内視鏡保管部
３１　 複数の内視鏡保管部
３１ｂ 他の内視鏡保管部
３２　 取付部
３３　 支持部
３４　 内視鏡保持部
３４ａ 左側板
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３４ｂ 前側板
３４ｃ 右側板
４１、４１ａ、４１ｂ、４１ｃ、４１ｄ、４１ｅ、４１ｆ　　付属品保管部
４２、４２ａ、４２ｂ、４２ｃ、４２ｄ、４２ｅ、４２ｆ　　付属品保管部
４３　 付属品保管部
４４、４４ａ、４４ｂ、４４ｃ、４４ｄ、４４ｅ、４４ｆ　　フック
５１　 制御部
５１ａ ＣＰＵ
５１ｂ メモリ
Ａ　　 付属品
Ａ１　 先端キャップ
Ａ２　 吸引ボタン
Ａ３　 送気送水ボタン
Ａ４　 鉗子栓キャップ
Ｂ　　 紐付き袋
Ｃ　　 電極
Ｄ、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６　　内視鏡検出部
Ｅ　　 内視鏡
Ｅ１　 挿入部
Ｅ２　 操作部
Ｅ３　 ケーブル
Ｅ４　 スコープコネクタ
Ｉｆ　 報知部
Ｌ、Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６　　表示灯
Ｐ　　 摘み
Ｔｙ　 紐付け部
Ｒａ、Ｒａ１、Ｒａ２、Ｒａ３、Ｒａ４、Ｒａ５、Ｒａ６　　付属品情報読取部
Ｒｅ　 内視鏡情報読取部
Ｔ　　 載置台
Ｔａ　 ＲＦＩＤタグ
Ｔｅ　 ＲＦＩＤタグ
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